
選択科目：  鋼構造及びコンクリート 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 
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１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） 低 炭 素 ま ち づ く り の 推 進 （ 環 境 面 ）  

 近 年 、 自 然 の 減 少 や C O 2 の 増 加 が 原 因 と 考 え ら れ る

異 常 気 象 が 頻 発 し て い る 。 こ の 対 策 と し て は 、 C O 2 総

排 出 量 の 約 5 割 を 占 め る 都 市 活 動 に よ る C O 2 の 削 減 が

重 要 で あ る 。 都 市 で の 緑 地 の 確 保 や 森 林 の 整 備 に よ る

C O 2 削 減 活 動 は 気 候 変 動 の 適 応 策 と 考 え る ① 。 よ っ て 、

環 境 面 の 観 点 か ら 、 低 炭 素 ま ち づ く り の 推 進 が 課 題 で

あ る 。  

 

（ ２ ） 官 民 学 連 携 の 促 進 （ 体 制 面 ）  

 我 が 国 は 2 0 5 0 年 の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル （ 以 下 、

C N ） の 実 現 を 宣 言 し て い る 。 し か し 、 化 石 燃 料 中 心 で

あ っ た た め 、 C O 2 の 排 出 を 伴 わ な い エ ネ ル ギ ー へ の 転

換 が 求 め ら れ る ② 。 C N の 実 現 に は 、 緑 化 の 推 進 や デ

ジ タ ル 技 術 を は じ め と し た 新 技 術 の 活 用 な ど 分 野 横 断

的 な 取 り 組 み が 必 要 で あ る 。 よ っ て 、 体 制 面 の 観 点 か

ら 、 官 民 学 連 携 の 促 進 が 課 題 で あ る 。  

① 課題のパートでは、極力具体の解決策は記述しない方が良いと思います。これを書いた場合、解決

策が緑化と森林に限定されてしまいます。都市構造と再エネは、ここでいう適応策にないので一貫

性が損なわれます。課題パートは、現況→問題点→必要性→結論の構成で書き進めると良いでしょ

う。これを踏まえた場合、問題点の記述がないです。例えば、「・・・頻発している。この異常気

象は、水害の頻発化、生態系の破壊、熱中症等の健康被害など都市環境に様々な悪影響を及ぼす。

この対策・・・」といった問題点を指摘してはいかがでしょうか。 
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（ ３ ） 森 林 の 管 理 や 担 い 手 確 保 （ 人 材 面 ）  

森 林 は C O 2 を 吸 収 し た り 、 土 砂 崩 壊 を 防 止 し た り 国

土 管 理 上 重 要 な 機 能 を 果 た し て い る ③ 。 し か し 、 人 口

減 少 ・ 少 子 高 齢 化 を 背 景 に 、 そ の 重 要 な 森 林 を 管 理 す

る 担 い 手 が 不 足 し て い る 。 森 林 の 保 全 に 精 通 し た 人 材

の 確 保 が 急 務 で あ る ④ 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点 か ら 森

林 の 管 理 や 担 い 手 確 保 が 課 題 で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 最 も 重 要 な 課 題 は 「 低 炭 素 ま ち づ く り の 推 進 」 で あ

る 。 ま ち づ く り は 低 炭 素 化 の み な ら ず 、 防 災 な ど 様 々

③ 前回指摘させていただいたとおりの修正ではありますが、「・・・したり」は口語調なので、

「や」でつないだ方がより良くなると思います。また、機能より役割の方がより的確に表現できる

と思います。→「森林は、CO2 の吸収や土砂災害の防止機能を有しており、国土管理上重要な役

割を果たしている」 

④ 担い手が不足しているというのは、問題を引き起こしている要因であり、問題は管理が十分でない

ことではないでしょうか。→「しかし、人口減少・少子高齢化を背景とした森林保全の担い手不足

により、適切な管理ができず重要な機能が損なわれつつある。このような状況の中、森林の保

全・・・」 

② 課題を踏まえると、なぜ急にエネルギー転換の話をしているのか意図が掴めません。前後のつなが

りが悪く、脈絡がありません。分野横断につながる問題点を書くべきです。例えば、「また、温室

効果ガスの発生要因は、エネルギー、産業、運輸、家庭と様々であるとともに、これらが相互に関

連し問題を複雑化させている。CN の実現・・・」と言った具合に後ろの文とのつながりを意識し

た問題点としてはいかがでしょうか。 
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な 波 及 効 果 が 期 待 で き る た め 、 対 策 が 有 効 と 考 え る ⑤ 。  

 

（ １ ） グ リ ー ン イ ン フ ラ の ビ ル ト イ ン  

① 建 設 物 へ の ビ ル ト イ ン  

 建 設 物 の 屋 上 や 壁 面 等 の 緑 化 を 推 進 し 、 遮 熱 効 果 に

よ る 省 エ ネ 化 を 図 る 。 ま た 、 緑 の C O 2 吸 収 ・ 固 定 効 果

に よ る 温 室 効 果 ガ ス 低 減 や 憩 い や 安 ら ぎ 効 果 に よ る

W e l l - b e i n g 向 上 が 期 待 で き る 。  

② 道 路 空 間 へ の ビ ル ト イ ン  

 道 路 や 駐 車 場 の 周 辺 に 雨 水 浸 透 貯 留 機 能 を 持 つ バ イ

オ ス ウ ェ ル を 用 い た 歩 道 を 整 備 す る 。 礫 や 砂 利 等 の 植

栽 基 盤 に 表 流 水 を 浸 透 ・ 貯 留 さ せ る こ と で 、 地 下 水 涵

養 や 水 質 浄 化 、 生 態 系 機 能 に 寄 与 す る 空 間 を 創 出 す る 。

③ 低 未 利 用 地 へ の ビ ル ト イ ン  

 空 き 家 や 開 発 で 発 生 し た 空 閑 地 を ク ラ イ ン ガ ル テ ン

（ 市 民 農 園 ） と し て 活 用 す る 。 都 市 部 で 生 活 し な が ら

田 舎 の 自 然 や 農 業 を 楽 し み 、 リ フ レ ッ シ ュ で き る 。 ま

た 、 同 じ 趣 味 を 持 つ 人 々 と 交 流 で き 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ

ィ を 形 成 で き る 。  

（ ２ ） コ ン パ ク ト ・ プ ラ ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク  

 脱 炭 素 に 資 す る 都 市 ・ 地 域 づ く り を 推 進 し て い く た

め 、 立 地 適 正 化 計 画 に よ る 都 市 の コ ン パ ク ト ・ プ ラ

⑤ 次に書いてあるのは、解決策ですよとの意思を示す必要があります。少し、構成を変更してこれを

追記しましょう。→「まちづくりは低炭素化のみならず、防災など様々な波及効果が期待できるた

め、「低炭素まちづくりの推進」を最も重要な課題に選定し、以下に解決策を述べる。」 
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ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 推 進 す る 。 医 療 施 設 や 福 祉 施 設 な

ど 生 活 に 必 要 な 都 市 機 能 を 集 約 し 、 生 活 拠 点 を 結 び 公

共 交 通 の 利 用 促 進 を 促 す 。 ま た 、 都 市 機 能 誘 導 区 域 を

設 定 し 、 ゼ ロ エ ネ ル ギ ー 街 区 を 形 成 す る ⑥ 。 建 物 群 に

分 散 配 置 し た 熱 源 機 器 を 熱 融 通 配 管 で 連 携 さ せ 、 エ ネ

ル ギ ー 効 率 を 最 適 化 す る ⑦ 。  

 

（ ３ ） 再 生 エ ネ ル ギ ー の 活 用  

 持 続 可 能 な エ ネ ル ギ ー 供 給 を 実 現 す る 手 段 と し て 、

太 陽 光 発 電 や 風 力 、 水 力 等 を 活 用 す る 。 例 え ば 、 道 路

舗 装 に 太 陽 電 池 を 組 み 込 み 発 電 す る 路 面 型 太 陽 光 発 電

を 普 及 ・ 促 進 す る 。 ま た 、 住 宅 や ビ ル で は エ ネ ル ギ ー

節 電 が 可 能 な ⑧ Z E H や Z E B を 推 進 す る 。 こ れ ら の エ ネ

ル ギ ー を C E M S に よ り 管 理 し C O 2 削 減 を 行 う ⑨ 。  

 

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

⑧ エネルギー節電との表現は違和感があります（エネルギー消費量の削減？）。また、ZEH、ZEB は、

創エネと省エネにより CO2をゼロにする取り組みですので、「創エネと省エネを同時に実現する」 

⑨ CO2 の削減はもはやいわずもがななので、CEMS の特徴や効果の記述を増やすと良いと思います。→

「さらに、これらの再エネ電源を地域単位で管理する CEMS を導入することにより、電力供給の安

定化と余剰電力の活用を図る」 

⑥ 「都市機能誘導区域を設定し」とありますが、前段で「都市機能を集約し」すでに述べているの

で、「都市機能区域内には、ゼロエネルギー街区を形成する」といった具合に場所を特定する表現

に変えてしまいましょう。 

⑦ →「エネルギーの効率的利用を図る」または「エネルギー利用を最適化する」 
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 上 記 の 対 策 に は 多 大 な 設 備 投 資 が 必 要 と な る た め 、

投 資 過 多 と な り 、 行 政 の キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー が 悪 化 す る

リ ス ク が 生 じ る ⑩ 。 対 応 策 と し て 、 Ｅ Ｓ Ｇ 投 資 の 普 及

促 進 が あ げ ら れ る 。 Ｅ Ｓ Ｇ 投 資 は 環 境 と い う 社 会 的 イ

ン パ ク ト が 投 資 家 に 評 価 さ れ る た め 、 環 境 に 寄 与 す る

設 備 投 資 に 対 し て 自 治 体 は ⑪ 資 金 調 達 が 容 易 と な る 。

ま た 地 方 自 治 体 に お い て は 、 事 業 実 施 に 伴 い Ｅ Ｓ Ｇ 債

を 積 極 的 に 活 用 す る 。  

 

４ ． 業 務 遂 行 上 必 要 と な る 要 件  

 業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。  － 以 上 －  

⑩ 行政という主体は明確になったものの、民間投資もあるのではないかという新たな疑問が生じま

す。そこで、視点を変えて資金調達が難しく、対策に遅れが生じるといったリスクに変えてはいか

がでしょうか。→「・・・ため、資金調達ができずＧＸ化が遅延・停滞するリスクが生じる」 

⑪ ⑩の変更により不要（一般化して OK）。 


